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2021年 3月 10日 

日本原燃株式会社 

安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設の追加に伴う 

保安規定の変更について 

１．はじめに 

本資料は、2020 年 7 月に許可された再処理事業変更許可申請において、これまで「安全

上重要な施設」としていた以下の設備及び機器を「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持

する施設」としたことを踏まえた保安規定の変更について説明する資料である。 

(１) 補助抽出器中性子検出器の計数率高による工程停止回路及び遮断弁

(２) 抽出塔供給有機溶媒液流量低による工程停止回路及び遮断弁

(３) 抽出塔供給溶解液流量高による送液停止回路及び遮断弁

(４) 第１洗浄塔洗浄廃液密度高による工程停止回路及び遮断弁

(５) プルトニウム濃縮缶に係る注水槽の液位低による警報

(６) 注水槽

２．再処理事業指定申請書の記載について 

再処理事業変更許可申請においては、１．の設備及び機器について、「安全上重要な施設」

として選定しないが、「安全上重要な施設」への波及的影響防止及び旧申請書の設計を維持

する観点から、「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設」と位置付けるとともに、

再処理事業指定申請書 添付書類六の第 1.7.7－１表 安全上重要な施設（以下「第 1.7.7－

１表」という。）についても変更した。 

３．安全上重要な施設に係る保安規定 別表への反映について 

２．の変更に伴い、事業変更許可の内容を保安規定の別表７の３および別表９への反映を

行うにあたり、それぞれ以下に示す変更理由のとおり、「安全上重要な施設」と「安全上重

要な施設と同等の信頼性を維持する施設」で別表を分割して規定することとした。 

別表７の３ 安全上重要な施設及びその安全機能（第 30条の３関係） 

表の概要 ： 保安規定において、保安上のグレード分けの観点から「安全上重要な施

設」を明確にするため、第 1.7.7－１表を実機器名に置き換えた表 

変更（分

割）理由 

： 「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設」は「安全上重要な

施設」と同様の管理を実施するため、表には残す必要があるが、本表は

第 1.7.7－１表に準じていること、また、そのため機器等の位置づけ（分

類及び安全機能）も記載しており、第 1.7.7－１表の変更に伴って、そ

の位置づけも変更されることから、安全上重要な施設と同等の信頼性を

維持する施設の機器等をこれまでの箇所に記載することはできないた

め、表を分割して反映した。 

事業変更許可に伴う別表７の３における記載箇所変更の対応を参考資

料に示す。 
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別表９ 安全上重要なインターロック等（第 32条関係） 

表の概要 ： 安全上重要な施設に該当するインターロック、警報装置の管理（「適用さ

れる状態」、「設備に求められる状態」及び当該状態を満足していないと判

断した場合の措置）について規定している表 

変更（分

割）理由 

： 「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設」は「安全上重要な施

設」と同様の管理を実施するため、表には残す必要があるが、上記別表７

の３に準ずる形式の方が別表７の３との関係性が分かりやすく、設備の位

置づけを正しく認識できると考え、表を分割して反映した。 

また、安全上重要なインターロック等と安全上重要な施設と同等の信頼性

を維持するインターロック等をあわせて「保安上特に管理を必要とするイ

ンターロック等」と位置付け、第 32条および別表 9の表題等を変更した。 

 

４．上記以外の保安規定変更 

「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設」は、これまで通りの運用を継続する

ため、保安規定上「安全上重要な施設」と「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施

設」を合わせて「安全上重要な施設等」とし、同等の維持管理を実施するため、下表に示す

関連する条文を変更している。 

なお、「安全上重要な施設等」の用語が「安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施

設」を含む施設を示すことを明確にするため、第 30条の３に定義を追加するよう保安規定

の変更申請を補正する。 

変更前 変更後 

第 30 条の３（使用済燃料による総合試験の操作

における不適合等の管理） 

３ 第１項の処置を担当する課長は、別表７の３

に定める安全上重要な施設の安全機能に係る

不適合等である場合は、不適合等に対する処置

方針（略）について事業部長の承認を得る。 

第 30 条の３（使用済燃料による総合試験の操作

における不適合等の管理） 

３ 第１項の処置を担当する課長は、別表７の３

に定める安全上重要な施設等の安全機能に係

る不適合等である場合は、不適合等に対する処

置方針（略）について事業部長の承認を得る。 

第 76条（作業管理） 

４ 各職位は、安全上重要な施設の安全機能に影

響を及ぼすおそれのある作業を行う場合は、

（略）作業実施計画を作成（略） 

第 76 条（作業管理） 

４ 各職位は、安全上重要な施設等の安全機能に

影響を及ぼすおそれのある作業を行う場合は、

（略）作業実施計画を作成（略） 

第 83条（放射性固体廃棄物の保管廃棄の方法等）  

２ 別表 35 の 2に定める課長は、（略）当該雑固

体を一時的に集積・保管する必要がある場合

は、次の各号に定める事項を満足することを確

認した上で、同表に定める場所に一時集積場所

を設定（略） 

 (1) 安全上重要な施設の機能を損なうおそれ

がない。 

第 83 条（放射性固体廃棄物の保管廃棄の方法等） 

２ 別表 35 の 2に定める課長は、（略）当該雑固

体を一時的に集積・保管する必要がある場合

は、次の各号に定める事項を満足することを確

認した上で、同表に定める場所に一時集積場所

を設定（略） 

 (1) 安全上重要な施設等の機能を損なうおそ

れがない。 

以 上 
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参考資料 別表７の３における記載箇所変更対応表
（保安規定変更申請において記載を変更した箇所を赤字で示す。）
No.

分類及び安全機能 安全上重要な施設 分類及び安全機能 安全上重要な施設等
1 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ①核的制限値 ２.安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

安全に係るプロセス量等の維持機能 別表９ ２.に定めるインターロック等

(9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ①核的制限値 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

2 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ②熱的制限値を維持する計測制御設備及び動作機器 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

3 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ②熱的制限値を維持する計測制御設備及び動作機器 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

4 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ②熱的制限値を維持する計測制御設備及び動作機器 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

5 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ②熱的制限値を維持する計測制御設備及び動作機器 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

6 (9) 核，熱及び化学的制限値を維持するための系統及び機器 ③化学的制限値を維持する計測制御設備及び動作機器 (12) 安全保護系

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（核，熱，化学的制限
値等の維持機能）

還元ガス受槽水素濃度高により還元炉への還元ガスの供給を停止する
インターロック

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

還元ガス受槽水素濃度高により還元ガスの供給を停止するインターロッ
クの信号回路

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

還元ガス受槽水素濃度高により還元ガスの供給を停止するインターロッ
ク

記載箇所変更前 記載箇所変更後

内の記載事項は，商業機密に係る情報に属するものであり，公開できません。



参考資料-2/3

No.
分類及び安全機能 安全上重要な施設 分類及び安全機能 安全上重要な施設等

記載箇所変更前 記載箇所変更後

7 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 ２.安全上重要な施設と同等の信頼性を維持する施設

別表９に定める安全上重要なインターロック等 安全に係るプロセス量等の維持機能 別表９ ２.に定めるインターロック等

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

該当は以下のインターロック

8 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 (12) 安全保護系

別表９に定める安全上重要なインターロック等

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

該当は、以下のインターロック
ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的

制限値等の維持機能）

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（熱的，化学的，核的
制限値等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

9 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 (12) 安全保護系

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等
ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等

に係るプロセス量等の維持機能）
焙焼炉の加熱ヒータ部の温度高により加熱を停止するインターロックの
信号回路

該当は、以下のインターロック
〇焙焼炉の加熱ヒータ部の温度高により加熱を停止するインターロック

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等

10 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 (12) 安全保護系

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等
ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等

に係るプロセス量等の維持機能）
還元炉の加熱ヒータ部の温度高により加熱を停止するインターロックの
信号回路

該当は、以下のインターロック
〇還元炉の加熱ヒータ部の温度高により加熱を停止するインターロック

(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等

11 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 (12) 安全保護系

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等
ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等

に係るプロセス量等の維持機能）

該当は、以下のインターロック
(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）
【注：1/29の変更申請において機能分類の記載が適切に反映されて
いないことから補正により修正する。】

【注：1/29の変更申請においてインターロック名称が誤っていることか
ら補正により修正する。】

12 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

①計測制御設備 (12) 安全保護系

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（火災，爆発，臨界等
に係るプロセス量等の維持機能）

別表９に定める安全上重要なインターロック等
ＭＳ／放射性物質の過度の放出防止機能（ソ－スタ－ム制限機

能）

該当は、以下のインターロック (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＭＳ／放射性物質の過度の放出防止機能（ソ－スタ－ム制限機
能）

13 (15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

②冷却設備
(15) その他上記各系統等の安全機能を維持するために必要な計測
制御系統冷却水系統等

ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（崩壊熱等の除去機能 補給水設備
ＰＳ／安全に係るプロセス量等の維持機能（崩壊熱等の除去機

能）又はＭＳ／影響緩和機能に係る支援機能（燃料貯蔵プール等の
水位の維持機能）

 補給水設備






